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「大阪万博2025」 どうなの？
2025年4月13日に大阪・関西万博が開幕しましたが、皆さんの関心度はどうなん
でしょうか？開催前より問題はいくつもあった様です。万博会場の夢州は埋め立て地で、一部

の区域では廃棄物などの埋め立てが原因でメタンガスが発生しており、24年3月には、会場西側のグリーンワ
ールド（GW）工区のトイレの工事場で、メタンガスによる爆発事故が起きています。25年4月4～6日の 3 日
間にわたって行われた「テストラン」中にもガス爆発があった箇所の地下ピットで最低濃度を超えるメタン

ガスを消防が検知したそうです。そんな危険性や、多額の公金が使われている？等が関係しているのか、開

催当日に「万博いらないデモ」が行われていたそうです。

また、開幕初日の実際の現場では、通信障害、入場ゲートの長蛇の列、会場案内の不備、QR コードが表
示されず通行できない事態、雨風をしのげない広場、トイレの混乱、案内サインの不足など、あらゆる不手

際が連続していた。会場で体感されたのは、「未来社会の実験場」ではなく、「実験失敗の見本市」であった

と揶揄しているマスコミ記事もありました。

そのような中の初日の入場者数は 11万9千人、14 日以降は 5万～6万人、多くて 8 万人台、と伸び悩んでい
るそうです。大阪で最初の万博は 1970 年で、当時としては史上最高の 6422 万人の入場者を集め大盛況でし
た。人混みの中をどのパビリオンに入るのも長蛇の列にぐったりしたのを子どもながらに覚えています。高

度経済成長期のまっただ中、万博の開催に合わせて鉄道網や高速道路が整備され、出生数も 193 万人という
時代でした。しかし、今日の日本は昨年度の出生数 72万人、少子高齢化につき進んでおり、
少ない労働者数で高齢者を支えていく国になってしまっています。想定来場者数は約 2800万人
だそうですが、どうなるのでしょう。

世界の国々が未来社会をどう想定しているのか、見聞を広げられるいい機会です。時間と

余裕があればご参加を！

利用しやすくなる産後ケア！？
滋賀の「産後ケア」が4月から一部変更！
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産後ケア利用可能期間統一
3月末までは産後ケアを提供している医療機関や助

産院（所）は県内の自治体である各市町と契約を交

わしていました。お産子の家では栗東市、豊郷町、

高島市以外の市町と契約を交わしていたのです。4
月からは市町が集合して医師会や助産師会と契約す

ることになったのです。助産師会に属している当助

産所は自動的に県内全ての市町と一度に契約できた

のです。それによって、今まで産後ケア利用可能期

間が産後4ヶ月までや産後1年までと、市町によって
バラバラだったのですが、産後1年まで利用できるよ
うに統一されました。ですから、産後4ヶ月までと期
間が限定されていた市町のお母さん達は、3月末で産
後4ヶ月過ぎて利用できなくなった方が
4月以降にも 1年過ぎるまで利用できる様
になったのです。朗報です。

何処でも利用！
利用施設も県の許可を得ている施設であれば、何

処でも利用できるようになりました。つまり、県内

での里帰りの場合、里帰り中に産後ケアを利用申請

が可能になったのです。例えば、大津市から長浜市

に産後里帰りをしている時に、産後ケアを長浜市内

の施設で利用したいと大津市に申請（住民票のある

市町にしか申請できない）しても、大津市と長浜市

内の施設が契約を結んでいなければ利用できず、大

津市に帰ってからしか利用できなかったのが、4 月
からは里帰り先の市町の近くの施設で産後ケアを受

けることができるようになったのです。有り難い事

ですね。

利用価格と回数バラバラのまま
残念なこともあります。利用価格と利

用回数は統一されませんでした。現在、産

後ケアには 3種類の宿泊型、日帰り型、訪問型があ
ります。その 3種類が合わせて 7回の利用ができる
市町と、それぞれ 7回利用できるところが有るので
す。宿泊でも日帰りも訪問も全て 7回ずつ利用でき
るのです。合わせて 7回しか使えない市町から見れ
ばうらやましい次第です。その上、訪問型は 1回し
か利用できない市町もあり、1 回利用できればまだ
ましで、無い市町もあるのです。利用価格も市町に

よってバラバラです。日帰りコースでは 500円～上
は 2600 円と 5 倍以上差が有りますし、お泊まりコ
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男性育児休暇のあり方について ～広島県知事条例化！～

ースですと 3000 円～上は 7400 円と倍以上の差があ
ります。このように住んでいる市町によってかなり

の差があるのです。県内どこに住んでいても利用で

きるようになったのは良いのですが、利用回数と価

格も統一してほしかったですね。

産後ケア利用金額の低額化を！
滋賀県の場合、通常産後ケア利用者の自己負担額

は産後ケア経費の 3 割負担になっています。例えば
30,000 円の設定であれば 9,000 円がお母さんの負担

で、21,000円が市町負担というふうになっています。
しかし、隣県の三重はお母さんの負担は 1 割にして
います。非常に低額設定です。市町だけでなく、県

によっても差があります。市町や県の産後ケアや母

子に対する姿勢がうかがえるような気がします。

「少子化」「産後うつ」「ワンオペ」等

の子育て事情が、産後ケアがより利用し

やすくなることで少しでも良くなる事を

願いたいです。

メジャーリーグの大谷翔平選手がパパにな

りました。その前に奥さんの出産に合わせて産休制

度の「父親リスト」に入り試合から離れたことはニ

ュース等で報道されていました。父親リストとは選

手が出産に立ち会えるように試合に出なくてすむシ

ステムで 2011 年から始まった制度だそうです。メ
ジャーでは一般的に使われており、他にも家族の一

大事（入院や手術等の緊急時）に対して「家族緊急

リスト」「忌引きリスト」等があって、試合から離

脱できるよう整えられているそうです。家族を重視

するアメリカではごく普通なんだとか。日本のプロ

野球ではそのような制度は当然ありません。やっと

一般的な“パパ育休”が社会的に認められはじめた

国ですから遅れていると言えます。しかし、メジャ

ーリーグで父親リストが始まった頃に日本でも育児

休暇（以下育休）を取っている方がわずか 1％です
がいたのです。現広島県知事の湯崎英彦氏はその 1
％の方で、20 時間の育休を取られています。その
知事が今年 2 月に性別に関係なく家事や子育てする
機運を高めようと「男性の家庭生活における活躍の

推進に関する条例（仮称）」の策定にとりかかってい

ると発表されました。知事が育休を取得してから約

15年たった現在、男性の育休暇取得率は 30．1 ％ま
で上昇しています。しかし、まだまだ取りにくい状

況はあるようで、「上司の理解が得れそうにない」「職

場の負担が増える」「誰も取っていない」「忙しい」

等の理由が山積みです。片や就職活動学生達の見解

は違ってきています。「男性職員の育休取得」に対

する企業の見解や姿勢を重視する学生が 7 割にもな
っており、労働人口の減少が益々進む社会で、人材

を確保のために企業は「男性育休」が普通に取得で

きることをＰＲするようになっているそうです。

私達の助産院を訪れる産婦さん達もパー

トナーが育休を取っている方が増えていま

す。「炊事・洗濯・掃除とまめにやってく

れ手有り難い」「上の子をよく見てくれる」

「赤ちゃんを抱っこで寝かせてくれるの

で助かる」等感謝の言葉をよく聞きます

が、一方では「自分の休みだと思ってい

るのか、何もしてくれない」「ゲーム三

昧」「パチンコにいってしまう」と、とんでもない

育休を過ごしている男性もいるようです。また、子

育て世代と祖父母などの高齢者世代の「パパ育休」

に対する認識違いもあるようです。子育てを1人で
やってきた世代の高齢女性達には、家事育児は女性

が担うと言う価値観が根強く、理解しにくい人もい

るようです。育休の中身に対する検討と、男性がも

っと育児や家事を担って行かないと、そして社会が

それを当たり前と認識するようにならないといけな

いと、広島の湯崎知事はそのために社会意識を変え

る条例を作ろうと頑張られています。

条例がなくてもそれが当たり前になる

社会になってほしいと、女性達は思って

いるのではないでしょうか。

お産子の家イベント紹介
2日(金)10:30～授乳相談室(予約不要)

10日(土) 8:00～太郎坊に登ろう会(雨天中止)
10日(土)13:30～ しあわせお産相談会

12日(月)13:30～ ベビーマッサージ

13日(火) 9:00～ 鍼灸の日

6日/13日(火)10:30～ マミーハウス

17日(土)13:30～お産塾
20日(火)10:30～ 産後セルフ整体

13:00～ 産前セルフ整体

24日(土)13:30～ 八幡ママパパレッスン

27日(火) 9:00～ 鍼灸の日

【おっぱい塾】10:00～
2日(金)お産子の家
8日(木)八幡湖東信用金庫
22日(木)安土コミセン
27日(火)水口まるーむ

「助産所の自然なお産写真展」
日野町図書館にて開催中

5月8日(木)まで

6月3日(火)10:30~14:00
お産子フリーマーケット 開催
＊赤ちゃんや子どもの古着・
使わなくなったおもちゃ等

場 所：お産子の家敷地内
申込み：www.osanko.com

の申込み
フォームより

出店代：500円
マミーハウスも
同時開催


